
京都市立加茂川中学校

令和２年３月２４日(火)

第１4号 修了式を迎えました

文責：校長 太田勝

後期に実施した「学校評価・生徒アンケート」を集計しました。このアンケートは、主に学校生活・学習についての内容です。どの項目についても肯定的な回答が目立ち

ますが、特に「授業はわかりやすく，工夫されている」、「先生は，学習上の質問にわかりやすくていねいに答えてくれる」、「自分は，部活動で頑張れる場がある」、「他者への

思いやりの心をもつことは，とても大切だと思う」の項目については肯定的な回答が目立ちます。「自分は，家や自宅で自主的に学習や読書をしている」の項目について取り上

げてみると、この4年間で「肯定的な回答」は以下のような推移をしています。

自分は，家で自主的に

学習や読書をしている

これからも、指導の工夫・改善はもとより、教育活動全般の一層の充実に努めてまいります。

◆印刷の関係で見えにくいところがあり申し訳ございません。学校だよりはホームページにも掲載しています◆

加茂川中学校だより2019
３年生のみなさんが卒業されました

58.9％ 75.7％ 74.8％ 66.5％

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

令和元年度 学校評価

生徒アンケートの集計より

３月１３日（金）に卒業式を行いました。前日の準備は先生たちだけで行いましたが、本当に一生懸命きれいに調えていただき

ました。当日は、在校生の参加は一人もない卒業式となりましたが、今までと同様の素晴らしい卒業式となりました。休校措置の

ため、本番まで一度も練習することはありませんでしたが、卒業生は落ち着いて行動し、しっかりとした態度で臨んでくれました。

卒業生代表「旅立ちの言葉」

突然の休校で、卒業まで仲間と過ごす大切な時間がなくなり、大変残念に思っていました。しかし今日、共に卒業式を迎えるこ

とができ、本当にうれしく思っています。真新しい制服に身を包み、何もかもがはじめてで、期待と緊張をもって過ごした１年生。

先輩方にたくさん助けていただきました。後輩もでき、生徒会や部活動で代替わりがあった２年生。戸惑うこともありましたが、

今度は自分たちが助ける番だと頑張りました。修学旅行や体育大会、紫風祭など、どの行事も「最後の・・・」がつくようになり、

全力で取り組み、かけがえのない思い出となりました。自分の進路について真剣に考え、今までにないくらい必死で勉強に取り組

んできました。そんな僕たちを温かく見守り、支えてくださった先生方、お父さん、、お母さん、ありがとうございました。今、

世界では不安定な状況ですが、これからの未来を担う世代の僕たちは、この加茂川中学校で学んだことを大切に、前を向いてそれ

ぞれの道を力強く歩んでいこうと思います。これからも見守っていてください。よろしくお願いします。卒業生１７３名の気持ち

を込めて「旅立ちの言葉」とさせていただきます。（前・生徒会長より）

１・２年生は４月から新入生を迎えます。「栄えあれ加茂川中学校！」その未来を創るのは君たちです。期待しています。

7 ７割程度の生徒が７割程度の生徒が肯定的な回答をしていることから、
自宅で自主的な学習や読書に多くの生徒が取り組んで
いることがうかがえます。しかし、「そう思う」とい
う強い肯定回答は３割程度です。


